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おお
ららせせ
知知
今月

のおお
ららせせ
知知子

ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育

福 

　祉

福 

　祉

環
境
・
エ
コ

環
境
・
エ
コ

リボーンアート再び  この夏8/4㈪～9/2㈰

　
経
済
的
な
理
由
か
ら
小
中
学

校
に
子
ど
も
を
就
学
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
保
護

者
に
対
し
て
、就
学
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度

で
す
。

対
象

○
保
護
者
の
世
帯
全
体
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、経
済

的
な
援
助
を
必
要
と
し
て
い

る
世
帯

 

・ 

生
活
保
護
を
停
止
ま
た
は
廃

止
さ
れ
た

 

・ 

市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減

免
さ
れ
て
い
る

 

・ 

固
定
資
産
税
や
個
人
事
業
税

が
減
免
さ
れ
て
い
る

 

・ 

国
民
年
金
の
保
険
料
の
減
免

を
受
け
て
い
る

 

・ 

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま

た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け
て

い
る

 

・ 

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る

 

・ 

生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

を
受
け
て
い
る

 

・ 

世
帯
員
全
員
の
合
計
収
入
が

著
し
く
低
い
な
ど
の
事
情
が

あ
る

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
経
済
的
な
援
助
を
必
要

と
し
て
い
る
世
帯

 

・ 

家
屋
が
半
壊
以
上
の
被
害
を

受
け
た

 

・ 

原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら

避
難
し
て
き
た

 

・ 

解
雇
な
ど
に
よ
り
著
し
く
収

入
が
減
っ
て
い
る

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□申・□問　
各
小・中
学
校

　
市
教
育
総
務
課

　
（
内
線
５
０
１
７
）

　
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
、保
護
者
が
義
務
教

育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務

を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
、学
力
が

中
学
校
卒
業
程
度
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
定
す
る
た
め
に
国

が
行
う
試
験
で
す
。こ
れ
に
合

格
す
る
こ
と
で
、高
等
学
校
入

学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。希

望
の
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
８
月
20
日（
月
）

　
～
９
月
７
日（
金
）

願
書
提
出
先　
文
部
科
学
省

□問　
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

☎
０
２
２－

２
１
１－

３
６
４
２

と
き　
８
月
８
日（
水
）午
後
１

時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
４
階
庁
議
室

対
象　
聴
覚
障
害
者
と
そ
の
家

族・関
係
者
な
ど

１
部　
「
ベ
ガ
ル
タ
健
康
体
操

で
健
康
力
ア
ッ
プ
！
」ベ
ガ

ル
タ
仙
台
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

に
よ
る
健
康
体
操
教
室
。動

き
や
す
い
服
装
と
飲
み
物
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

２
部　
交
流
サ
ロ
ン　
日
常
生

活
用
具
の
紹
介
や
体
験
、「
聞

こ
え
」に
関
す
る
暮
ら
し
の

個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
い
ず
れ
も
手
話
通
訳
と
要
約

筆
記（
文
字
通
訳
）が
付
き
ま

す
。

□問　
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

　
☎
０
２
２－

３
９
３－

５
５
０
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２

－

３
９
３

－

５
５
０
２

　

info@
m

im
isuppom

iyagi.
org

　
市
障
害
福
祉
課

　

(

内
線
２
４
８
４)

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
２－

６
６
１
０

《
特
別
障
害
者
手
当
》　

対
象　
20
歳
以
上
で
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
り
、日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方

手
当
月
額　
２
６
、９
４
０
円

※
施
設
入
所
ま
た
は
３
カ
月
を

超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

対
象　
20
歳
未
満
で
重
度
の
障

害
が
あ
り
、日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
方

手
当
月
額　
１
４
、６
５
０
円

※
施
設
入
所
お
よ
び
障
害
を
事

由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
と
き
は
、支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

対
象　
心
身
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
の
父
母
、ま

た
は
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

手
当
月
額　

　
１
級　
５
１
、７
０
０
円　

　
２
級　
３
４
、４
３
０
円

※
施
設
入
所
お
よ
び
障
害
を
事

由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
と
き
は
、支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

※
手
当
を
受
け
る
に
は
、所
定
の

書
類
を
提
出
し
申
請
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！
》

　
現
在
、特
別
障
害
者
手
当
、ま

た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
方
は
、毎
年
１
回
現

況
届（
所
得
状
況
届
）の
提
出
が

必
要
で
す
。該
当
者
に
は
８
月

上
旬
に
通
知
し
ま
す
。

□申・□問　
障
害
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
８
３
）

　
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
30
年

度
介
護
保
険
料（
本
算
定
）決
定

通
知
書
を
８
月
上
旬
に
送
付
し

ま
す
。平
成
29
年
中
の
所
得
に

基
づ
い
て
算
定
し
ま
す
。決
定

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
や
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
、問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□問　
介
護
保
険
課

　
（
内
線
２
４
４
５
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

《
飼
い
犬
の
ふ
ん
を
回
収
し
な

い
と
、条
例
に
よ
り
指
導・勧
告

の
対
象
と
な
り
ま
す
！
》

　

散
歩
中
の
ふ
ん
尿
の
始

末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

尿
を
洗
い
流
せ
る
よ
う
水
の

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
袋

な
ど
を
持
参
し
、回
収
後
の

ふ
ん
は
家
庭
の
ト
イ
レ
な
ど

で
処
理
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

他
人
の
建
物
な
ど
へ
の
排
尿

は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

《
犬
の
放
し
飼
い
は
県
の
条
例

で
罰
せ
ら
れ
ま
す
！
》

　
飼
い
犬
は
道
路
や
通
路
に

接
し
な
い
よ
う
、人
の
通
ら
な

い
場
所
に
必
ず
つ
な
い
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。散
歩
の
時
は
犬

の
急
な
飛
び
出
し
事
故
な
ど

を
避
け
る
た
め
に
必
ず
リ
ー

ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

長
さ
で
付
け
、歩
行
者
や
車

の
運
転
者
も
安
心
で
き
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な

い
、嫌
な
思
い
を
さ
せ
な
い

こ
と
が
、最
低
限
の
マ
ナ
ー

で
す
。

□問　
環
境
課（
内
線
３
３
６
４
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
農
地
の
無
断
転
用
や
耕
作
を

放
棄
す
る
と
、雑
草
の
繁
茂
や

病
害
虫
を
発
生
さ
せ
、周
辺
農

地
に
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
た

り
、ご
み
の
不
法
投
棄
を
誘
発

し
、周
辺
農
地
を
含
め
て
荒
廃

さ
せ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ

た
め
、農
地
の
転
用
や
売
買・貸

借
に
つ
い
て
相
談
や
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、９
月
か
ら
全
て
の
農
地

を
対
象
に
利
用
状
況
調
査
を
行

い
ま
す
。農
地
所
有
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
６
２－

４
８
２
６

　
放
射
線
に
関
す
る
正
し
い
基

礎
知
識
を
得
て
、健
康
影
響
へ

の
不
安
と
疑
問
の
解
消
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
講
演
会
で

す
。

と
き　
８
月
５
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
遊
楽
館

講
師　
長
崎
大
学
原
爆
後
障
害

医
療
研
究
所

　
教
授　
髙
村 

昇

定
員　
３
０
０
人〔
先
着
〕

□問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
５
）

小
中
学
生
対
象
の

就
学
援
助
制
度

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
ご
案
内

み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン
の

ご
案
内

障
害
の
あ
る
方
へ

各
種
手
当
の
ご
案
内

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

愛
犬
家
の
皆
さ
ん
へ

農
地
の
無
断
転
用
や
耕
作

放
棄
地
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

講
演
会「
放
射
線
被
ば
く
と

健
康
影
響
」の
開
催

リボーンアート再び  この夏8/4㈯～9/2㈰
　昨年51日間開催されたReborn-ArtFestival。次回2019年の本祭に向け、今
年はプレイベントとしてTRANSIT!Reborn-Art2018が開催されます。
　「アート」部門は昨年全国から大きな注目を集めた名和晃平氏のWhite
Deer(Oshika)を再展示。「食」部門は全国の有名シェフと、地元石巻、宮城の
シェフが集まり、地域の食材と自然との化学反応から生まれる一期一会の料理を
ポップアップ形式で開催していきます。さらに浜のお母さんたちの笑顔あふれ

る食堂「はまさいさい」が、イベント期間中は「OPENKICHENinはまさいさ
い」としてレストラン営業します。また、「音楽」部門は昨年たくさんの方々に
ご参加いただいた「リボーンまつり」を9月2日に中瀬公園にて実施します。
　その他の企画、イベントも市内中心部および牡鹿半島にて盛りだくさんに実施
します。
　詳しくは公式ホームページ（http://www.reborn-art-fes.jp/）で発表していきます。

 ・ ところ　市内中心部 ・ 牡鹿半島エリア　とき ： ８月４日（土） ～ ９月２日（日）　※常設（不定休あり）
＜アート＞ 　「White Deer(Oshika)」名和晃平 @ 荻浜
＜　食　＞ 　「はまさいさい」 ＠ 荻浜　　 ・ 「浜のお母さん」たちによる食堂営業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 「OPEN KITCHEN in はまさいさい」　食材や生産者との食のつながりを実感できるレストラン

（はまさいさいでの「浜のお母さん」食堂と「OPENKITCHEN」の営業は交互に行われ、不定休となります。）

＜　食　＞　「Reborn-Art DINING」 ＠ 荻浜、いしのまき元気いちばなど
＜音　楽＞　「リボーンまつり」 ＠ 中瀬　　９月２日（日）　AND MORE!

イベント　土日中心に延べ10日間程度開催

□問 　Reborn-ArtFestival 実行委員会事務局　info@reborn-art-fes.jp
　　市産業推進課（内線 3544）

■ TRANSIT! Reborn-Art 2018 （トランジット・リボーンアート ニイゼロイチハチ）



市報 いしのまき 　平成30年（2018年）8月1日号3

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

復興特区による税制優遇制度

復
興
特
区
の
種
類

特区の名称（認定日） 対象区域 対象業種

石巻まちなか再生特区
（平成24年3月23日）

中央、中瀬、立町、千石町、鋳銭
場、穀町、日和が丘一丁目の一
部、住吉町一丁目の一部

医療業、商業、宿泊業、飲食
業、ICT関連産業、新エネル
ギー関連産業など

愛ランド特区
（平成24年7月27日）
※平成24年9月28日変更

田代、渡波、荻浜、雄勝、北上、
牡鹿の各地区の一部

商業、宿泊業、飲食業、新エネ
ルギー関連産業など

ものづくり特区
（平成24年2月9日）

※平成26年2月28日、
　平成27年4月27日変更

用途地域における「工業専用
地域」、「工業地域」、「準工業地
域」のうち既存居住地域を除
く地域などの一部

自動車や高度電子機械、食料
品などの製造関連産業

IT特区
（平成24年6月12日）

中央、門脇町、羽黒町、山下・大
街道、湊、中里、開成、蛇田の各
地区の一部

情報サービス関連産業

農業特区
（平成24年9月28日）

渡波、稲井、蛇田、河北、河南、
北上、牡鹿の各地区の一部

農業に関連する食料品製造
業、宿泊業、飲食業など

税
制
特
例
の
内
容

①新規立地法人優遇税制
新設の法人が指定後5年間法人税の課税を繰り延べ
②新規取得設備の特別償却または税額控除
新規取得などした建物・機械などについて、特別償却または税額控除
③被災雇用者給与の特別控除
被災雇用者などに対する給与等支給額の10％を、税額の20％を限度に5年間税額控除
④研究開発設備の特別償却と税額控除
開発・研究を目的とする新規取得資産について、特別償却と併せて税額控除
⑤地方税の特例
　①、②、④の特例を受けた場合、固定資産税などの減免を最大５年間受けられます。
※①～③は、各年度でいずれか一つの選択適用となります。
　④は併用することができます。

　復興特区による税制優遇制度の相談、申請を受け付けています。
　対象となる法人・個人事業者の方は、法人税や所得税、地方税減免などの特例を
受けることができます。
※特例を受けるためには、市または県からの指定および事業実施状況の認定が必要
です。特区の認定日以降で前年度以前に取得した対象資産は、指定後に確定した
分の地方税のみ免除を受けられます。

□申 ・□問　商工課（内線 3524）

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

※
用
途
、構
造
に
制
限
有
り
。

 ・ 

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助

成
事
業

　
市
の
助
成
に
よ
る
耐
震
診

断
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
耐
震

改
修
計
画
に
基
づ
く
耐
震
改

修
工
事
、ま
た
は
建
て
替
え

工
事
を
実
施
す
る
場
合
、補

助
金
を
交
付
し
ま
す（
今
年

度
か
ら
上
限
を
増
額
）。

※
完
了
期
限　
平
成
31
年
１
月

31
日

 ・ 

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事

業
　
通
学
路
な
ど
の
道
路
に
面

し
た
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
以
上

の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

を
除
却
な
ど
す
る
場
合
、費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

《
建
築
物
地
震
防
災
強
化
週
間
》

　
８
月
30
日（
木
）～
９
月
５
日

（
水
）は「
宮
城
県
建
築
物
地
震

防
災
強
化
週
間
」で
す
。今
年
は

９
月
２
日（
日
）に
対
象
住
宅
を

訪
問
し
、耐
震
診
断・改
修
の
必

要
性
を
説
明
し
ま
す
。対
象
地

区
の
方
へ
は
事
前
に
回
覧
な
ど

で
周
知
し
ま
す
。

□申・□問　
建
築
指
導
課

　
（
内
線
５
６
７
５
）

　
牡
鹿
地
区
に
設
置
す
る
東
日

本
大
震
災
の
慰
霊
碑
お
よ
び
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、公
募

し
た
企
画
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子
を
一
般
公

開
し
ま
す
。

と
き　
８
月
11
日（
土・
祝
）午

前
10
時

と
こ
ろ　
牡
鹿
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
清
優
館
）

□問　
震
災
伝
承
推
進
室

　
（
内
線
４
２
５
３
）

　
児
童
扶
養
手
当
、母
子・父
子

家
庭
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い

る
方
は
、毎
年
１
回
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
該
当
者
に
は
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
８
月
２
日（
木
）～
22
日

（
水
）の
内
、通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
指
定
日

と
こ
ろ　
通
知
書
に
記
載
し
ま
す
。

※
新
た
に
申
請
す
る
方
は
、随

時
受
け
付
け
ま
す
。

□申・□問　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　
４
月
～
７
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
８
月
10
日（
金
）に
振
り

込
み
ま
す
。

□問　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　
網
地
島
地
区
お
よ
び
田
代
島

地
区
内
に
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
が
、廃
車
処
分
す
る
た

め
に
定
期
船
で
本
土
へ
航
送
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

助
成
割
合　
自
動
車
航
送
運
賃

の
８
割
以
内

申
込
方
法　
航
送
し
た
月
の
月

末
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
６
）

　
牡
鹿
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
４
５－

２
１
１
２

　

宴
会
な
ど
で
は
、食
べ
残
し

が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。幹
事

が
声
を
掛
け
、始
め
の
30
分
間

と
終
了
前
の
10
分
間
は
料
理
を

楽
し
み
、食
べ
残
し
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

□問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
４
）

　
震
災
で
住
居
な
ど
を
移
転
再

建
す
る
方
の
負
担
軽
減
の
た

め
、特
例
措
置
と
し
て
加
入
金

を
免
除
し
て
い
ま
す
。

対
象　
給
水
区
域
内(

石
巻
市・

東
松
島
市
内)

に
お
い
て
、震

災
に
よ
り
住
居
な
ど
が
被
災

し
た
方
で
、移
転
再
建
す
る

際
に
、新
た
な
給
水
装
置
を

設
置
す
る
と
同
時
に
被
災
し

た
場
所
の
給
水
装
置
の
廃
止

手
続
き
を
す
る
方

※
建
売
住
宅
や
中
古
住
宅
な

ど
、既
に
加
入
手
続
き
済
み
の

物
件
を
購
入
の
場
合
は
、免

除
の
対
象
外
で
す
。

免
除
期
限　
平
成
33
年
３
月
31
日

□申・
□問

　
石
巻
地
方
広
域
水
道

企
業
団
給
水
課

　
☎
９
５－

６
７
０
７

　
地
震
に
よ
る
住
宅
な
ど
へ
の

被
害
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

 ・ 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事

業
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
場

合
、耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、

震
災
移
転
再
建
時
は

水
道
加
入
金
を
免
除

牡
鹿
地
区
慰
霊
碑
等

プ
レ
ゼ
ン
を
一
般
公
開

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

更
新
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

今
月
は
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
月
で
す

離
島
地
区
使
用
済
み

自
動
車
航
送
助
成
金

建
築
物
等
耐
震
対
策

助
成
事
業

８月25日（土）から「新蛇田南地区」と「新蛇田南第二地区」の地名が【あゆみ野】に変わります。
　新蛇田南地区被災市街地復興土地区画整理事業および新蛇田南第
二地区被災市街地復興土地区画整理事業の換地処分の公告に伴い、
新しい地名・地番の住所に変更となります。住所や居所を表すとき
は、新しい住所をお使いください。
　住所変更の手続きが法律で定められているものなどはそれぞれ本
人の手続きが必要です。
　詳しくは、該当する方へ１週間前までに送付する「通知書」に同
封の「土地の名称変更に伴う住所変更の手続きについて」を参照し
てください。

□問　住所変更について………地域協働課（内線4239）　
　　区画整理事業について…市街地整備課（内線5448）

変更後の町名 変更前の字名

あゆみ野一丁目 蛇田字新西前沼・上前沼・下前沼・
門脇字青葉西の各一部

あゆみ野二丁目 蛇田字新西前沼・門脇字青葉西の各一部

あゆみ野三丁目 蛇田字新沼田・新西前沼の各一部

あゆみ野四丁目 蛇田字新沼田・新西前沼・上前沼・
門脇字青葉西・一番谷地の各一部

あゆみ野五丁目 蛇田字細田の全部・
蛇田字新沼田・西沼田の各一部

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

空間放射線量の測定結果� （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）
測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、
市立高等学校� （敷地） 0.05～0.09 6/4～6/25

市立保育所、私立幼稚園、
私立保育園� （敷地） 0.04～0.07 6/1～6/25

公共施設等
（ホットスポット調査） 0.04～0.08 6/1～6/25

牡鹿地区集落 0.05～0.12 6/4～6/14

防災「合言葉」受賞作品防災「合言葉」受賞作品
優  

良  

賞

応
職員
縁
全国からの全国からの

　
加
算
支
援
金
の
申
請
を
一
度

も
し
て
い
な
い
世
帯
の
方
は
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
請
期
限

　
平
成
31
年
４
月
10
日

支
給
対
象

り
災
証
明
書
が
大
規
模
半
壊

以
上
で
住
宅
再
建（
建
設・購

入
、補
修
、賃
借
）の
契
約
が

済
ん
で
い
る
世
帯

※
賃
借
に
関
し
て
は
公
営
住
宅

を
除
く
。

※
申
請
、受
給
済
み
の
世
帯
の

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

□申�・□問�　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
３
９
５
５
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
利
用
で
震
災
前
か
ら

の
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

※
債
務
の
免
除
に
は
一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

□問�　
（
一
社
）個
人
版
私
的
整
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０－

３
８
０－

８
８
３

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

土
日・祝
日
を
除
く
）

青葉中学校３年 伊
い

藤
とう

　萌
もえ

花
か

れいせいパスタ
（冷

●

静
●

に、パ
●

ニックにならず、す
●

ばやく、高
●

い場所へ）

石巻市で被災されたとする死者数および行方不明者数　　※平成30年６月末現在

直接死 3,279人　関連死 275人　行方不明者 422人
※直接死とは　津波や家屋倒壊等が原因で亡くなった方
※関連死とは　直接死以外でこの震災が原因で亡くなり、災害弔慰金支給審査会

等で認定された方

８
月
10
日（
金
）午
後
３
時
ご
ろ

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、
毎
時
０
・
23

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
お
い

て
放
射
線
量
の
測
定
を
行
っ
た

結
果
、
測
定
地
点
の
全
て
で
、

健
康
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な

数
値
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

東
北
財
務
局
か
ら

個
人
版
私
的
整
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ご
案
内

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡

易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

□問�　
環
境
課
（
内
線
３
３
６
６
）

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

空
間
放
射
線
量

６
月
の
測
定
結
果

「災害復興住宅融資」無料相談会

「住まいの復興給付金」申請相談会

と　　き ところ

８月25日（土）
午前10時～午後4時 市役所5階市民サロン前

９月７日（金）・�24日（月・休）

と　　き ところ

８月25日（土）
午前10時～午後4時 市役所5階市民サロン前

９月７日（金）・�24日（月・休）

　住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）は、震災により被害を受けた方が、住
宅の再建・補修をするための融資（建設・購入の場合は当初５年間の金利０％）
について、相談会を行っています。
　また、地元金融機関の住宅ローンに関する相談も可能な場合があります。

　半島沿岸部の防災集団移転団地に整備した住宅のうち退去などにより空き室
となった住戸の入居者を募集します。被災前のコミュニティに配慮し、優先順位
を設けています。
対　　象
 ・ 市内の防災集団移転促進事業対象の方で住宅を再建していない方
※半島沿岸部の防災集団移転団地に事前登録している方は申し込みできませ
ん。

 ・ 東日本大震災で居住していた住宅のり災判定が「全壊」などで、現に住宅に困
窮していることが明らかな方
優先順位
　申込数が募集戸数を超えた場合は、優先順位に基づき、仮当選者を決定しま
す。詳しくは問い合わせください。
受付期間　８月８日（水）～ 22日（水）

※申込数が募集戸数に満たない場合は、８月29日（水）午前９時より
随時募集〔先着〕となります。
※詳しくはホームページをご覧になるか、問い合わせください。

□申� ・□問�　住宅金融支援機構お客様コールセンター
　　　　☎0120-086-353（通話無料）　午前9時～午後5時（祝日を除く）
　　□問�　市生活再建支援課（内線 3953）

□申� ・□問�　住まいの復興給付金事務局コールセンター
　　　　☎0120-250-460（通話無料）　午前9時～午後5時（土日・祝日を除く）
　　□問�　市生活再建支援課（内線 3953）

　東日本大震災で被災した住宅（借家を除く）の所有者が、平成26年４月の消費
税率８％引き上げ以降に、住宅を建築・購入、または補修（工事費が税抜100万円
以上）し、その後居住する場合に、消費税増税分相当（建築・購入の場合、最大90
万円）の給付が受けられる制度です。
※申請は、住宅の引渡日から１年以内にしてください。
　（平成33年12月31日までに引き渡された住宅が対象）。
※次の場合は申請対象外です。
被災時に住宅を所有していなかった場合／賃貸にお住まいだった場合／消
費税率５％で建築・購入、あるいは補修を行っている場合

相談内容　給付の可否、申請書の記入方法、必要書類、作成済み書類の確認など
　　　　　※会場では申請書の提出はできません。

要電話予約

復興公営住宅（半島沿岸部）の入居者募集

復
興
完
遂
に
向
け
全
力

　

昨
年
４
月
か
ら
「
か
わ
ま
ち

立
体
駐
車
場
」
な
ど
市
建
築
物

の
設
計
、
監
督
、
修
繕
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
７
月
に
震

災
以
来
７
年
ぶ
り
に
フ
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
北
上
地
区
の
白
浜
海

水
浴
場
に
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し

ま
し
た
。
今
後
は
番
屋
整
備
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

震
災
直
後
か
ら
仙
台
市
、
宮

古
市
と
復
興
支
援
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
石
巻
も
そ

う
で
す
が
、
復
興
は
ま
だ
ま
だ

道
半
ば
で
す
。
ど
の
段
階
で
復

興
完
了
と
言
え
る
か
は
難
し
い

で
す
が
、
自
分
の
で
き
る
仕
事

が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
を
全
う

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

石
巻
は
と
て
も
住
み
や
す
い

所
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
出
身

は
栃
木
県
で
す
の
で
、
港
町
の

生
活
は
新
鮮
で
刺
激
が
あ
り
ま

す
。
石
巻
が
、
震
災
前
以
上
に

人
が
集
ま
る
活
気
あ
る
街
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

建築課

木
き

村
むら

　幸
こう

一
いち

 さん（46）
高知県から派遣

住　宅　名 折浜復興住宅 二子復興住宅

所　在　地 折浜字風越26-16 二子二丁目９-８

戸数（構造） １戸（木造�・�平屋建�・�戸建） １戸（木造�・�平屋建�・�戸建）

間　取　り ２ＬＤＫ １ＬＤＫ

家 賃 月 額 6,900円～59,400円 6,200円～53,500円

管 理 開 始 平成28年９月３日 平成30年７月28日

■申   ・ ■問  市役所３階事前登録相談窓口
☎90-8041

河北総合支所地域振興課
☎62-4824

住　宅　名 小島復興住宅 にっこり南復興住宅

所　在　地 雄勝町小島字和田７-21 北上町十三浜字小田93-23

戸数（構造） １戸（木造�・�平屋建�・�戸建） 1戸（木造�・�平屋建�・�長屋）

間　取　り ２ＬＤＫ ２ＬＤＫ

家 賃 月 額 6,800円～ 59,200円 6,400円～ 55,800円

管 理 開 始 平成28年３月30日 平成29年６月30日

■申   ・ ■問  雄勝総合支所地域振興課
☎57-2111

北上総合支所地域振興課
☎67-2111
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募
集
・
案
内

募
集
・
案
内

　
石
巻
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

タ
ウ
ン
の
分
譲
２
次
募
集
を
行

い
ま
す
。

募
集
開
始　
９
月
３
日（
月
）

申
込
方
法　
直
接
窓
口
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項・
申
込
書
に
つ
い

て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□申・□問　
産
業
推
進
課

　
（
内
線
３
５
４
６
）

と
き　
８
月
20
日（
月
）・
27
日

（
月
）・
９
月
３
日（
月
）・
10

日（
月
）午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
石
巻
中
央
公
民
館

対
象　
初
心
者

定
員　
80
人〔
先
着
〕

料
金　
５
０
０
円（
教
材
費
）

申
込
期
間　

８
月
１
日（
水
）

～
17
日（
金
）

□申・□問

　
石
巻
中
央
公
民
館

　
☎
２
２－

２
９
７
０

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
者

証
は
、毎
年
10
月
１
日
が
更
新

日
で
す
。

対
象

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
０

歳
～
中
学
３
年
生
の
保
護
者

（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
は
手
続
き
不
要
で
す
）

登
録（
更
新
）手
続
き

 

・ 

原
則
、手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。９
月
下
旬
に
、受

給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

 

・ 

登
録
申
請
を
し
て
い
な
い

方
な
ど
申
請
が
必
要
な
方
に

は
、８
月
上
旬
に
申
請
書
な

ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、８

月
24
日（
金
）ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
直
接
窓
口
、ま
た
は
郵
送

必
要
な
も
の

 

・ 

健
康
保
険
証（
子
ど
も
の
名

前
が
入
っ
た
も
の
）

 

・ 

印
鑑（
ゴ
ム
印
を
除
く
。認
印

で
可
）

 

・ 

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
な

い
保
護
者
の
方
は
、前
住
所

地
か
ら
の（
非
）課
税
証
明
書

（
平
成
30
年
度
分
）ま
た
は
源

泉
徴
収
票
の
写
し（
平
成
29

年
分
）

※
受
給
資
格
に
所
得
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、財
源
の
一
部
と

し
て
充
当
し
て
い
る
県
の
補

助
金
制
度
で
は
所
得
判
定
を

行
う
た
め
所
得
の
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
本
事
業
は
、「
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
」を

財
源
の
一
部
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

保
険
年
金
課（
内
線
２
３
４
６
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

各
支
所

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
場
合

も
、国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
で
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
場
合
の
治
療

費
は
本
来
第
三
者
が
支
払
う
も

の
で
す
の
で
、一
時
的
に
国
民

健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
で
立
て
替
え
払
い
を
し

て
、後
か
ら
第
三
者
へ
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
治
療
を

受
け
る
際
は
、市
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。届
け
出
に
必

要
な
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、介
護
保
険
の
第
１
号

被
保
険
者
の
方
が
、第
三
者
行

為
に
よ
っ
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
場
合
は
、併
せ
て

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□申・□問保
険
年
金
課（
内
線
２
３
４
４
）

介
護
保
険
課（
内
線
２
４
４
２
）

　
特
定
健
康
診
査
は「
義
務
」の

健
診
で
す
。病
院
に
通
院
中
の

方
も
健
診
の
対
象
で
す
。対
象

（
国
保
加
入
者
）の
方
に
は
健
診

票
が
届
き
ま
す
の
で
、忘
れ
ず

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
期
限　
10
月
５
日（
金
）

□問　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
３
４
）

　
国
保
加
入
者
が
社
会
保
険
な

ど
、国
保
以
外
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
に
は
、国
保
の

喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
喪
失
手
続
き
を
し
な
い
と
国

保
は
加
入
し
た
ま
ま
と
な
り
、

保
険
税
も
課
税
さ
れ
た
ま
ま
と

な
り
ま
す
。

喪
失
手
続
き
に
必
要
な
も
の

社
会
保
険
証
の
写
し・
国
民

健
康
保
険
証（
あ
る
場
合
の

み
）・
印
鑑・
身
分
証
明（
免

許
証
な
ど
）・マ
イ
ナ
ン
バ
ー

※
郵
送
で
も
可
能
で
す
。

□問　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
７
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

　
平
成
21
年
５
月
の
ス
タ
ー
ト

か
ら
９
年
が
経
過
し
た「
裁
判

員
制
度
」に
つ
い
て
、平
成
29
年

12
月
末
ま
で
の
実
施
状
況
や
裁

判
員
経
験
者
の
声（
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、最
高
裁
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w.courts.go.jp/

）

□問　
仙
台
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課

☎
０
２
２－

２
２
２－

６
１
１
５

 

・ 

８
月
６
日（
月
）広
島
市
原
爆

投
下
時
刻
の
午
前
８
時
15
分

か
ら
１
分
間

 

・ 

８
月
９
日（
木
）長
崎
市
原
爆

投
下
時
刻
の
午
前
11
時
２
分

か
ら
１
分
間

 

・ 

８
月
15
日（
水
）全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
始
ま
る
正
午
か
ら

１
分
間

□問　
福
祉
総
務
課

　
（
内
線
２
４
６
２
）

　
本
庁
舎
１
階
北
側
出
入
り
口

に
あ
る
、証
明
書
自
動
交
付
機
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、休
止
し

ま
す
。

と
き　
８
月
25
日（
土
）・
26
日

（
日
）

□問　
市
民
課（
内
線
２
３
２
１
）

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
、次
の
日
程
で
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
証
明

書
交
付
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

　

各
種
証
明
書
が
必
要
な
方

は
、市
役
所
、各
支
所
ま
た
は
総

合
支
所
の
窓
口
に
て
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。

と
き

 

・ 

８
月
３
日（
金
）午
後
５
時
～

８
時

全
証
明
書

 

・ 

８
月
13
日（
月
）～
26
日（
日
）

終
日

　
戸
籍
の
附
票
の
写
し

 

・ 

８
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

終
日

住
民
票
の
写
し・
印
鑑
証
明

書・課
税（
非
課
税
）証
明
書・

戸
籍
事
項
証
明
書

□問　
市
民
課（
内
線
２
３
１
３
）

採
用
人
員　
３
人
程
度

受
験
資
格　
高
卒
程
度

受
付
期
限　
８
月
15
日（
水
）

□申・
□問　

石
巻
広
域
消
防
本
部

総
務
課
人
事
教
養
係

　
☎
９
５－

７
１
１
１

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
届

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

戦
没
者
や
原
爆
死
没
者
に

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況

～
経
験
者
の
声
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

自
動
交
付
機
休
止
の

お
知
ら
せ

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

一
時
停
止
し
ま
す

子
ど
も
医
療
費
助
成

受
給
資
格
登
録
の

更
新
時
期
で
す

特
定
健
康
診
査
の
受
診
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

交
通
事
故
な
ど
で

け
が
を
し
た
ら

地区 ところ とき サイレン 開始時間

石巻 総合運動公園
駐車場 9月9日(日) 吹鳴なし 午前9時

河北 飯野川中学校 8月26日(日) 午前6時 午前9時

雄勝 旧雄勝小中学校 9月2日(日) 吹鳴なし 午前10時30分

河南 河南西中学校 8月26日(日) 午前6時 午前8時15分

桃生 桃生総合支所
駐車場 8月26日(日) 午前6時45分 午前10時

北上 北上中学校 9月16日(日) 午前6時 午前8時45分

牡鹿 山鳥駐車場 9月2日（日） 午前6時30分 午前9時

（行き）
停留所名 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

石巻駅前 6:00 7:50 9:40 12:00 14:30
中央三丁目 6:05 7:55 9:45 12:05 14:35
住吉町 6:07 7:57 9:47 12:07 14:37
（株）ミヤコーバス石巻営業所 6:08 7:58 9:48 12:08 14:38
大橋通り 6:09 7:59 9:49 12:09 14:39
開北橋 6:10 8:00 9:50 12:10 14:40
霊園ロータリー前 6:15 8:05 9:55 12:15 14:45
３－４区墓域前 6:25 8:15 10:05 12:25 14:55

（帰り）
停留所名 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

３－４区墓域前 7:15 9:05 10:55 13:15 15:45
霊園ロータリー前 7:25 9:15 11:05 13:25 15:55
開北橋 7:30 9:20 11:10 13:30 16:00
大橋通り 7:31 9:21 11:11 13:31 16:01
（株）ミヤコーバス石巻営業所 7:32 9:22 11:12 13:32 16:02
住吉町 7:33 9:23 11:13 13:33 16:03
中央三丁目 7:35 9:25 11:15 13:35 16:05
石巻駅前 7:40 9:30 11:20 13:40 16:10

※駐車禁止区域外の路上は、全区域
　「片側駐車」となります。

お盆は、石巻霊園内が大変混み合います。
石巻斎場入口側からも石巻霊園に行くことができますのでご利用ください。

○供物は必ずお持ち帰りください。
○霊園内での火災を防ぐため、火の後始末を徹底しましょう。

霊園行き無料バス時刻表
とき　８月13日（月）・14日（火）

□問 　環境課（内線3365）

■問 　防災推進課（内線4176）・各総合支所地域振興課

消防演習のため防災行政無線を鳴らします
　消防団による消防演習を次のとおり実施します。当日にサイレン

を鳴らしますので、本当の災害と間違わないようにご注意ください。

石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

防
火
指
導
員（
非
常
勤
嘱
託
員
）

の
募
集

石
巻
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン

立
地
事
業
者
の
募
集

市
民
教
養
講
座

「
第
２
回
カ
ラ
オ
ケ
広
場
」

お盆の石巻霊園は混み合います


